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『ステップアップスクール推進事業」公開授業

個性を生かし,確かな挙力を百てる支援の在り方
～意欲の向上と基礎・基本の確実な症おを図る～
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公開授業

5年  第 数 (少人数)

単元 「面積の求め万を書えよう」

授業者 森下 正 代

寺坂 光 子

藤川 直 人

休憩 ・穏勤

本夜の取り組み説明

現数主任  藤 川 直 人

授業説明

少人数担当 森 下 正 代

授業対澄
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16:00～ 16:40 指 導 ・語評

ステップアップスクール推進会議委員

香川大挙教授  佐 藤 明 宏援

ステップアップスクール推進会減委員

香川大学教授   出 岸 知 宰綾

県教育委員会事務局お務教育採主任指導主事
｀
           藤 井 港 史綾

16:40～ 16:45 閉 会

挨拶 被 長
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富下 良 造



本年度の研究の視点

(1)学ぶ意欲を高め確かな学力を育毬支援の工夫

Q偶矯襲認摺鯨纏鑑謝編の取り組み.
授業改善に向けた3つの視点

ア 板 書の工夫・発間の明閥 ヒ
イ 学 び含い(ペア,グループ,全体・話し含いの流れの明示,ノート

指導)

ウ iCT機器の効果的な活用
・ 口SA型読解力裔成に向けた発達段階に応じたコミュニケーシヨン能力

(話す力や闘<力 )を高めるための工夫.
。 「読解力」「思著力」の育成を目指して,「聞く」「読む」「書<」「話す」の力を育てる指導の工夫。
・ 特 君」な支援を必要とする子どもたちへの寧力向上のための工夫。

Q課 秘 編 艦 繰 用。誘邑 諭 脚 島拘0マス計鈴 輝

検定等の実施ゥ個に応じたド1ジル挙習により,基礎掌力のレベルを向上さ

せる。
・ 表 現力を高める発表の場の設定。異学年交流の効果的な活用.
・ 横 内特劇支援体制の充実。校内事例検討会の充実。特劇な支援を必要
とする子どもへの個BIJ指導の場の確立。
・ 挙 習集団全体の挙カアップを図るための支援の工夫。り人数指導の充

実を図り,挙力向上に向けて取り組む。

(2)家 庭にお|する基本的生活習慣の奮威と挙習習慣の定着を図るための工夫

・ 生 活のリズムを大切にした挙習と主体的に学ぶ家庭挙習の推進.
・ 家 庭での挙習に自主的に取り組ませるための家庭学習のリーフレットの作成。
・ 学 校便りによる家庭への啓頭
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本年度の研究構想図
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研究組織

特別支援担当 部会 (副)キ ャップ

学ぶ意欲を高め確かな学力を

育む支援の工夫

家庭における基本的生活習慣の育成 と

学習習慣の定着を図るための工夫

パワー7wイ 部会 A― トアィイ諄会

わかS授 桑作りのための

授集改善

授業の改善を図 り,わ

かる授業,学 び合いのス

タイルの定着 , ICT機

器 活 用 の促 進 を研 究 す

る。

甚礎学力と長団体り

基礎学力向上のために,

朝の学習の効果的な活用

を考 える。 また,学 び合

う集 団づ くりのために異

学年交流や校内サポー ト

体制の充実を研究する。

◎森下 ○ 蔵本  ・ 津島

・滝本  。 藤川

◎阿部 ○ 荒木  ・ 丸岡

・吉田 ・ )|1田 ・ 大野

スマffL7,イ 部会

家庭 との連携 を図 り,生 活

リズムを大切 に した学習 と

主体的に学ぶ家庭学習の促

進 を考える。 また,学 校便

りによる家庭への啓発 を行

う。

◎本田 ○ 松本  ・ 長尾

・寺坂  ・ 寺鳴

欲の向上と基礎・基本の確実な

員

と

息
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パワーアップ部会

1        ‐ | |

<一 人で>

<二 人で >

説明名 重なろう

みんなで>
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仲良くなる憂

・ベア学年で

水泳学習
・コスモスの水

児童理解とサポート体制
基

ハートアップ郡会

思いを伝える

・コスモス

ま ,ギ g~●‐‐‐ T.と …

<専 Pヨ家を招いた校内研修> <い いところ見つけヨーナー>
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森下 正 代 (ヨ ナンコース)

寺坂 光 子 (ウ ル トラマンコース)

藤川 直 人 (ド ラえもんヨース)
1 単 元名

2 単 元について

(1)単 元について

本単元では,4年 生で学習 した正方形や長方形の面積の学習の発展として,三 角形や

平行四辺形の面積の求め方を考えることをねらいとしている。また,基 本的な図形の面

積の求め方を学習 した後に,公 式を使つての関数的な見方,台 形やひしがたの面積の求

め方を発展的に扱い面積についての理解を求める。その際,具 体物を用いた り,言 葉,

数,式 ,図 を用いたりする算数的活動を取 り入れる。そして,三 角形や平行四辺形の面

積を求める公式を導く際には,既 習である面積の求め方をもとに,順 次問題解決を図ら

せたい。面積の指導では,面 積を求める公式を導くまでの過程を大切にし,説 明する活

動を重視する。そのことにより,公 式を忘れても, 自らつくり出したり,面 積を求める
のに必要な条件を見つけだしたりする力を育てることができる。

本単元で伸長させたい思考力は,既 習の学習内容を活用 し,筋 道を立てて考える力と

全体を類推する力である。また,方 法や結果の見通 しをもつたり解決過程を見て論理的

な正しさを判断したりすることにより,判 断力も伸ばしたい。 さらには,操 作 したこと

や考えたことをまとめたり伝えたりする力,つ まり表現力の伸長をもねらいとする。
このように論理的に追究する学習は大切であると考える。

(2)児 童をみつめて

本学級の児童は,明 るく活動的である。学習に対 しても前向きな児童が多い。しかし,
基礎 ・基本の力には差が大きい。一斉指導では,活 動ができにくい子 どもや取りかかり
の遅い子ども,意 欲の低い子どもなどさまざまである。今年 4月 に行われた,平 成 20

年度の香川県学力状況調査の図形の分析結果における,児童の実態は次のとおりである。
・ 条 件を変えた複数の図形の面積が等 しいことの理由を説明する

・ 既 習の図形 (三角形)に ついて理解 している

→ 正 答率 18%
→ 正 答率 36%

また,「関心 ・意欲 ・態度」,「数量や図形についての表現 ・処理」,「数量や図形に
ついての知識 ・理解」における正答率は, 6割 から7割 の正答率に対 し,「数学的な

考え方」の正答率が,43,6%と 低い (県61,60/0)。 本単元の学習においても,
論理的な考え方を育てることが,重 要なねらいの―つである。
Kl児 1 な かなか一人で考えたり,学 習をしたりすることができない。ただ,マ ン

ツーマンで取り組む と,時 間はかかるが,分 かろうと意欲的に学習に取り組
む。

K2児 1 学 習の理解が不十分で,学 習内容の定着が難 しい。ただ,で きるようにな

りたいという意欲はある。

(3)テ ーマに迫るために

全国調査でも課題になっているように,思 考力 ・判断力 ・表現力等を育むことによ

り,確 かな学力が身につくと考えられる。そのためには,伝 え合 う活動は不可欠であ

る。ここでは,改 善の視点の一つとして自分の考えを書いたり話 したりする言語活動
に重点をおいて指導する。式を,答 えを出すためだけの手段 としてとらえるのではな

く,関 係を表す表現の
一つとして考えて,問 題解決の場面で活用する学習を充実して

いきたい。式を通 して場面の意味を読み取つたり,式 を用いて自分の考えを説明した

りする活動を取 り入れる。          `

第 5学 年 算 教科学習指導案
学習指導者

面積の求め方を考えよう

キ ー
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<ヨ ナンコース>

このヨエスの児童の目標は,常 に 「結論が成 り立つことを証明するための事柄を明

確にすることと収集 した情報を的確に整理 して相手に伝えること」である。つまり,

結果以上にその過程を大切にした授業展開を行 うことを心がけていく。本時では,ま

ず,見 通しをもたせる活動 (学習活動 2)を 大切にしたい。見通 しがもてることは意

欲につながるだけでなく,次 の算数的活動に積極的に取り組み, 自力解決をより充実

させることになる。

①学び合い

学習活動 3を 学び合いの中心活動 と考える。ここは,図 形の面積を求めた方法を,

自分の行つた算数的活動を根拠に説明する場である。自分の方法と友達の方法を比

較 したり関連づけたりしながら,自 分の考えを再構成する場ともいえる。まず,相

手意識をはつきりさせ どの子にも説明する場として,ペ アでの話合いの場面を設定

する。ペアの話合いの方法を示 したものは,教 室内に掲示 している。次に,全 体で

思考を練 り上げる場面では,それぞれの自力解決の過程を全員で考える場となるが,

情報収集する力とともに,よ リ
ー般化できる方向へと思考する力も身につけさせた

い。また,常 に伝える相手は,教 室内の全員 (教師と友達)だという意識をもたせ,

話形や目線などの態度面についても具体的に賞賛する。

② ICT活 用

学ぶ意欲と確かな学力を育む支援の一つとして, ICT活 用の効果は大きい。本

時でも二つの場面で活用していく。まず,一 つは導入時である。大きく印刷 してお

いた学習計画を提示することほ,単 元全体の見通しをもたせるのに効果的である。

二つめは,学 習活動 3の (2)の みんなで考え方を話 し合 う場面である。ここは,

自分の考えを説明するとい う表現力と,み んなの考えから
一般化を図るとい う判断

力や思考力を育てる大切な活動である。みんなで話 し合 う場合には,書 画カメラと

プロジェクタを使つて,子 ども個人のノー トを大きく映し出し,発 表者は,相 手を

意識 しながら,自 分の考えを伝えていく。もちろん,大 きな声ではつきり発言する

ことや,アイコンタクトをとるなどの表現力が求められることはい うまでもないが,

自分の考えをよりわかりやすく伝えるために, ICTが 効果的である。また,底 辺

(横)と高さ(縦)が等 しいということから,三 角形の面積が長方形の面積の半分にな

つているということを視覚的に捉えさせる場面でも, ICT活 用を考えている。

<ウ ル トラマンコース>

このコースでは,授 業の内容はある程度理解できている。 しかし,自 力解決できて

いても,自 分の考えを論理的に述べたり発表 したりすることを苦手としている児童が

多い。そこで,さ らに理解を雅笑にし,自 分の考えがしつかり述べられる児童を育て

ていくために,具 体物を使つた操作活動を十分に行 うとともに,気 づいたことや分か

ったことを自分なりの言葉で説明できるように指導したい。本時では台形の面積を,

既習の長力'形や三角形 ・平行四辺形の面積の求め方を基に考え,説 明する活動を重視

したい。

①学び合い

学習活動 3で 自力解決した後,学 び合 う場を設定する。ペアの友だちと交流して

自分のや り方を説明し,そ れを聴き合 うことで,友 だちにより分かりやすく説明し

たり自信をもつて発表したりできるようにしたい。

② ICT活 用

授業の導入で,平 行四辺形の面積を求めた時に図形の一部を移動して既習の図形

に変形したことを思い出せるように,ヨ ンピュータノフ トを使つて復習する。また,

学習活動 3で みんなに自分の考えを発表する際にワークシー トをそのまま毒画カメ

ラとプロジェクタで提示 し,よ く分かるように説明する時の補助資料として活用 し

たい。                    ・
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― <ド ラえもんコ‐ス>

このコエスでは,論 理的に考え意味を理解 して 「わかる」ことよりも,ま ずは問題
が 「できる」ようにしていきたい。そこで本時では,前 時まで学習していた三角形の

面積 と同じように,具 体的な操作を通して平行四辺形の面積の求め方を学び,平 行四

辺形の面積の公式が使えるようにする。そして,平 行四辺形の求積ができるようにし

てから論理的な理解へと図っていきたい。

①学び合い

学習活動 2で 具体的な操作活動を行つて,理 解できた子 どもから理解が不十分な

子どもに説明をする。その説明を受けて説明を繰 り返しながら,理 解を深めていけ

るようにする。

② 王CT活 用

前時までの学習で学んだ,三 角形の面積の公式を確実にしておくため,コ ンピュ
ータノフ ト使つて復習をする。

また,児童の書いたノー トを書画カメラとプロジェクタを使つて映し出しながら,
より理解を深めることができるようにする。

3 単 元の目標 と評価規準

(1)目 標
・ 既 習の面積公式をもとに,三 角形,平 行四辺形の面積を求める公式を進んで見出そう

とする。
・ 既 習の面積公式をもとに,三 角形,四 角形の面積公式を求めたり,公 式をつくることが

できる。
・ 三 角形,四 角形の面積を求める公式を用いて,面 積を求めることができる。
・ 三 角形,平 行四辺形の面積の求め方を理解する。

(2)評 価規準

革

元 小単元

学点別学習状況の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 数学的な考え方 表現 ・処理 知識 ・理解

①三角形の面積 三角形や四角形の面

積を既習の求樹可能

な図形の面積の求め

方に掃着させて考え,

一般化を図ャろうとす

る。

A

景力形の面積を基に

してこ角形や四角形

の面積の求め方を考

えたり面積の公式を

つくり出したりと″,筋

道立てて考えること

ができる。

A

四角形の必要な部分

の長さを潤り,三 角打

に分制して面積を求】

ることができる。 A

既習の面積の求めカ

に若目し,三角形の面

積の求め方を理解で

きる。

三角形や四角形の面

積を顔糟の求積可能

な図形の面積の求め

方に帰をさせて考え

ようとする。

B

景方形の面積をとに

して三角形や四角形

の面積の求め方を考

えたり面積の公式を

つくり出したりする。

B

公式を活用して三角

形の面積を求めるこ

とができる。

B

三角形の面積の求め

方を理解している。

②平行四辺形の面積 平行四辺形の面積を

既習の求薇可能な図

形の面積の求め方に

帰若させて考え,一般1

を図ろうとする。

A

三角形やえ方形の面

積の求め方をとにし

て,平行四辺形の面積

の求め方を筋道立て

て考えることができ

る。

A

平行四辺形の面積を

求めるのに必要な長

さを手藤よく見つけ,

面積を求めることが

できる。

A

平行四辺形の面積の

求め方をいろいろな

方法で理解している.

―-13-



平行日辺形の調積を,

既習の求枝Frmな腫

影の磁積の求め力に

帰若させて考えよう

とする。

B

三角形や掟方形の面

積の求め方を基にし

て:平行四辺形の面積

の求め力を考える。 B

公式を活用して平行

四辺形の面積を求り

ることができる。 B

平行四辺形の面積の|

め方を選解している。

③いろいるな三角形・四タ

形の面積

面積の求め方やその

考えを鰐々な図形で

活用し,一般化を図ろ

うとする。 A

舞習の面積の求め方

を基にして,いろいろ

な三角形や四角形の

面積の求め方を筋泄

立てて考えることが

できる。

A

高さが外にある三角

形や平行日辺形.ま

た,台形やひし形の面

積の必要な長さに手

際よく若目じ:面積を

求めることができる。

A

高さが外にある三角

形や平行四辺形,ま

た,台形やひじ形の面

積を海べる方法を十

分に理解している。

商積の求め力やその

考えをす様々な図形で

活用しようとする。 B

慶習の面積の求め方

を基にして,いろいろ

な三角形や四角形の

面積の求め方を考え

ることができる。

B

高さが外にある三角

姉 四聯 ,ま

た,台形やひし形の面

積を求めることがで

きる。

B

高さが外にある三角

形や平行四辺核 ま

た,台形やひし形の商

積を前ぺる方法を理

解している。

④面積の問題 三角形の高きや慮辺

の長さに着ロモ′て面

積の求め方やその考

えを様々な図形で進

んで活用しようとす

る。

A

三角形の耐積を求め

る式から,その意味を

筋逆立てて考えるこ

とができる。 A

三角形の面積にかか

わるいろいろな震き

の関係を式に表し,説

明することができる。 A

三角形の面積にかか注

るいろいるな震きの観

係を十分に理解してし

る。

―角形の高さや鹿辺

の長さに若目して面

積の求め方やその考

えを様々な図形で活

用しようとする。

B

三角形の面積を求め

る式から,その意味を

考えることができる。

B

三角形の面機にかか

わるいろいろな長さ

の関係を式や域に装

すことができる。

B

三角形の面積にかかオ

るいろいろな長さの掛

係を理解している。
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4 単 元展開の構想 (全12時 間)

ヨナ ン コー ス ウ,レトラマ ンコース ドラ オ 平Bム"ヨ ー ス

1

平
行
四
辺
形
の
面
積

・景万形マ止万形の面積
の求め方から,新 しく求
められそうな図形の面積
について考え,学 習の見
掃しをもつA 三

角

形

の

面

積

・長方形や正万形の面穏
の求め方から,直 角三角
形の面積の求め方を考え
る。

三
角
形
の
面
積

・
い
ろ
い
ろ
な
三
角
形
の
面
積

・
三
角
形
の
面
積
の
問
題

`長 方形や正方形の面
積の求め方から,直 角
三角形の面積の求め方
を考える。

2

・平行四辺形の面積の求
め方を,長 方形に帰着し
て考える。

・長方形や正方形の面積
の求め方から,一 般の三
角形の面積の求め方をい
ろいろ考える。

・長方形や正方形の面
積の求め方から,一 般
の三角形の面積の求め
方を考える。

3

`平行四辺形の求積公式
をつくり,公 式を適用し
て面積を求める。

・三角形の面積を求める
公式について考え,公 式
にまとめる。

・三角形の面積 を求め
る公式について考え,
公式にまとめる。

4

三

角

形

の

面

積

・三角形の面積の求め方
を,長 方形や平行四辺形
に帰着して考える。

・三角形の面積の求め方
をもとに,四 角形の面積
を求める。

・高さが外にある三角
形をT般 の三角形に変
形させ,面 積を求める
公式が適用するか確か
めるハ

5

・三角形の求標公式をつ
くり,公 式を適用して面
積を求める。

半
行
の四

面辺
結形

・三角形の面積の求め方
や等積変形を使つて,平
行四辺形の面積の求め方
を考える。

・底辺一定で高さが変
化 した り,高 さ

一定で
底辺が底辺が変化する
場合の面積の変化の様
手券補べふム

6

・高さが外にある三角形
や平行四辺形も,一 般の
公式が適用できることが
わかり,面 積を求める。

い
ろ
い
ろ
な
三
角
形

・
四
角
形
の
面
積

・高さが外にある三角形
や平行四辺形を一般の三
角形や平行四辺形に変形
させ,面 積を求める公式
が稿常するか稔かある本

・三角形の面積の公式
を使つて練習問題をと
く。

７
紺

・長万形の面積と三角形
の面積の関係を考えなが
ら,問 題を解く。

・三角形や平行四辺形の
面積の求め方を使つて,
台形の面積の求め方を考
える。

半

行
の四
面辺
積形

・三角形の面積の求め
方や等積変形を使って,
平行四辺形の面積の求
め方を考える。

8 四

角

形

の

面

積

・必要な長さをu13つて,
2雪角形の面積の求め方を
工夫する。

の

，を

形
て
方

辺

つ
め

四
使
求

行
を
の

平
方
積

や
め
面

節
球
の
る
。

三
積
し
え

・
面
ひ
考

い
ろ
い
ろ
な
四
角
形
の
面
積

・三角形や平行四辺形
の面積の求め方を使つ
て,台 形の面積の求め
方を考える。

9

。平行四辺形や三角形の
面積の求め方を使つて,
台形の面積の求め方を考
える。

・公式を便つて,い ろい
ろな三角形や四角形の面
積を求める練習問題を解
く。

・三角形や平行四辺形
の面積の求め方を使っ
て,ひ し形の面積の求
め方を考える。

10

。平行四辺形や三角形の
面積の求め方を使つて,
ひし形の面積の求め方を
考える。

面
積
の
問
題

・医辺一定で高さが変化
したり,高 さ一定で底辺
が変化する場合の面積の
変化の様子を調べる。

・公式を使つて,い ろ
いろな四角形の面積を
求める練習問題を解く。

面
積
の
問
題

・三角形の求柄公式を使
つて関数的見方を知る。
・面積公式に関する式の
表す意味をよみとる。

・式の形からいろいろな
求積の仕方がよみとれる
ことをまとめる。

面
積
の
問
題

・式の形からいろいろ
な求積の仕方がよみと
れることをまとめる。

12

・いろいろな練習問題を
解き,学 習内容に習熟す
る 。

ま

と

め

'漂 習問題を解き,学 習
の内容を自巳評価する。 ま

と

め

・漂 習 問 題 を解 き ,宇

習の内容を自己評価す
る。
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ヨナンコース (コスモスの部屋)

長方形の面積 と
る
ら
き
が
で
な
が
え
と
考
こ
に
る
的
え
理
考
論
を
て

。

方
い
る

め
つ
き

求
に
で

の
動
が

積
活
と

面
的
こ

の
数
く

形
算
付

角
た
気

一二
つ
に

る
行
係

す
が
関

接
ち
の
程

導
　
内
だ
積
過

指
　
に
友
面
導

習
　
形
や
の
指

学
標
方
分
形
習

の
日
長
自
角
学

時
＞
　
　
一二
＞

本
１

・
・

２

学習活動と子どもの意識の流れ 教師の支援活動 と評価

1 前 時の学習を想起する。 ・ 形 が達つても, 底 辺 と高さ
が等 しい三角形は面積が同じ
だつたことを小黒板に掲示し
ておく。

① 単元全体における本時の学

習の位置を,視 覚的に提えさ
せるために,学 習計画を大判
で示す。
・ 本 時の学習課題だけでなく,
コースのめあて (説明名人に
なろう)も 確認する。
・ 遵 んだ三角形をはつきりさ
せるために,名 前磁石を利用
する。

③ 自分が求める三角形を澄び,
考えようとしているか。
・ ノ ー トや小黒板を活用 し,
前時までに分かつていること
を問いかける。
・ 公 式利用の際には,長 さの

数字を使わず,分 かつている
面積の数字のみを使 うように
促す。
・ 方 眼のはいつた図形 もヒン
トカー ドとして準備 しておく。
・ 一 つの三角形の面積が求め
られた児童には,二 つ 目の三
角形に挑戦するように促す。

③ どの子も自分の考え方を説
明できる場 として,ペ アの話
合いの場を設ける。

① みんなの前で説明する場合

には,考 えた過程が分か りや
すいように,プ ロジェクタで
ノー トなどを大きく映す。
・ み んなで話 し合 う場では,
伝えようとする工夫について
も補足する。

① 長方形の半分の面積 になっ

ていることを視覚的に提えさ
せるために,パ ソコン操作を
行 う。

O長 方形の面積 と三角形の面

積の関係について,自 分の言
葉でま とめた り,友 達から学
んだことを書いた りすること
ができているか。
・ よ り分かる授業づ くりのた
めに,教 師 も黒板にまとめを
きちんと書く。

この前の 4つ の三角形は,み んな同じ面積だつたな。

2 図 形の面積の大きさ の求め方を考えよう。

(2)笑 藤に求める

(3)説 明できるように自分 の考えをま とめる。

面積の求め方について
(1)隣 の友だちに,自 分の

話 し合 う。
考えを説明する。

本時の学習を振 り返 り, 算数 日記を書く。

陸坐」 ろいろな四ゑ力 面志たⅢ そ悪瓦亨 :;:|
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クルトラマンコース (5年 教室)

5 本 時の学習指導
(1)目 標
・ 三 角形や平行四辺形の公式を使つて,
・ 自 分で考えた台形の面積の求め方を,

台形の面積の求め方を考えることができる。
友達に説明することができる。

前時までの学習を振り返り,本 時の学習課題を確認する。

台形の面積を求める方法を考える。

台形の面積の求め方について話し合う。

本時の学習を振り返り,算 数日記を書く。

今までに学習した三角形や平行四辺形の公式を使って,求 め

2つ の三角形に分| 三 角形と平行四辺
こ分けてみよ

2つ つなげたら

6価 3 cm

6 clll 3 cm   3 clll 3 cll 6価

3 X 4■ 2車 6

6 X 4■ 2 = 1 2

6 + 1 2 = 1 8

６

８

２

〓

．

１

２

〓

翌

・Ｔ
２

４

４

１

Ｘ

Ｘ

＋

３

３

６

( 3 + 6 ) X 4キ 2 =

1 8

私の考えた方法だけでなく,いろいろな方法で求められるね。
どの方法でも、この台形の面箱は 18胡 になったねハ

4 台 形の面積の公式を知る。

台形の面積の公式は (上慮+下 底)X高 さ■2な んだね
台形を2つ つないで平行四辺形にした求め方と同じだね

① 平行四辺形の面積の
求め方を動画を交えて
想起させ,見 通しをも
つて本時の課題が解決
できるようにする。
・ 既 習の学習をもとに
求め方が考えられるよ
うに,前 時までに習つ
た面積の公式を掲示し
ておく。

③ 既習の面積の求めチ
をもとにして,台 形の

面積の求め方を考えよ
うとしている力、
。 1つ の方法で求めら
れた児童には,他 の方
法はないか考えるよう
促す。
・ 2つ の三角形に分け
る方法しか出てこない
時は,台 形は一組の向
かい合った辺が平行で
あることを想起させる。

C)ど の子も自分の考え

を説明できる場として,
ペアの話し合いの場を
設ける。

① 発表の際には,書画
カメラでノー トを映し,
考えがみんなに分かる
ようにする。
・台形の面積の公式を知
らせ,ど の方法の求め
方と同じであるかに気
付いた児童がいれば,
賞賛する。

③ 台形の面積を求める
には,三 角形や四角形
に変えたら求められる
ことが自分の言葉で書
けブとか。

① 大判プリントに印刷
した学習計画を示し,
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5 本 時の学習指導
(1)目 を票
・ 三角形や長方形の公式を使い具体物を操作しながら,平 行四辺形の面積を求めること
とができる。
・ 平 行四辺形の公式を使って,必 要な情報を選んで平行四辺形の面積を求めることがで
きる。

(2)学 習指導過程

1 こ れまでの学習を振 り返り本時の学習課題を確認する

4 平 行四辺形の公式を使つて練習問題を解く。

習った公式を使えば

平行四辺形の面積が求
められたね。

教師の支援活動と評価

① 三角形の面積の求め方
を思い出し,公 式を確認
できるように,動 画を変
え復習する。
・ 既 習の面積の公式を使
つて考えられるように,
長方形や三角形の面積の
公式を掲示しておく。
・ ず らして長方形に変形
して考える方法が子ども
から出ないときは,他 の
方法で確認 した後に,教
師から提示する。

① 自分なりの方法で,前
時までに習つた公式を使
つて,面 積 を求めようと
しているか。

③ 理解できた児童は,理
解できていない児童に考
え方を話し,話 を聞いた
子は,理 解できたかどう
か確認のために説明を仕
返す。
(Kl)教師に

一番近い場所に
座 り,意 欲が持続できる
ように声かけを行う。
(K2)一つ一つ理解ができた
か確認を行い,不 安をな
くして取り組むことがで
きるようにする。
・ 底 辺と高さの位置関係
は垂直になっていること
を確認しておく。
・ 斜 辺の長さも書いた問
題も用意しておき,ど こ
の長さが分かればいいか
数字を選択させる。

8)平 行四辺形の公式が分
かり,面 積が求めること
ができたか。

C)平 行四辺形を長方形に

変える動画のシュミレー

ションを見せ,本 時の学
習内容を確認する。

平行四辺形の面積を求める方法を工夫する。

今までに習った公式を使えるよ|
に分けたり変形したりしてみよう。

三角形や長方形

平行四辺形の面積の求め方を考えよう

2つ の三角形に

分けられたよ。
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長方形と三角

形に分かれたよ
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６

３

Ｘ
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×

十

２

５

５
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5 X 8 = 4 0

ずらすと長方

形になるね。

どの方法で求めても面積は40胡 になったね。
どの計算が早く,簡 単,正 確かな?

平行四辺形の公式を知る

平行四辺形の公式は,底 辺X高 さで求められるんだね

公式に数字を当てはめれば簡単だね。

公式を覚えていれば,簡

単に面積が求められるから
便利だね。

学習活動と子どもの意識の流れ
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